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会員紹介コーナー

Ｊｉｕ Ｇｌａｓｓ
キルンワークでつくる独特のガラス作品

　「キルンワーク」という電気炉を
使用するガラス工芸技法の専門ガ
ラス工房です。
　よく知られる「吹きガラス」など
と違う他にはないオリジナリティ
あるガラス工芸品を製作しており、
アクセサリーを中心に県内外の百
貨店、専門店やイベントなどで販
売致しております。
　また、ワークショップや教室も
行っており、どなたにでも楽しんで
いただけます。
　よろしくお願い申し上げます。

代 表 者  竹多　宏治
業　　種 ガラス工芸品製作・販売・ガラス工芸教室
住　　所 白山市長竹町33
T　E　 L 076-209-1338
U　R　L jiuglass.com
E - m a i l  info@jiuglass.com

ガラスと革を組合せたアクセサリー

キルン（電気炉）

野々市
中央公園

山
側
環
状

190
長竹 長竹東 下林西

明倫高校南

●野々市
　明倫高校

竹多さん

ジウ　　　 グラス

Jiu Glass
157

今月の
あさがおさん
 vol.32

勤務先：大竹電機㈱
趣　味：ハワイアンキルト・音楽鑑賞・花観賞
ひと言：アットホームな職場事務所
 困った事があれば社員が共有し

一つ一つ解決助けあってます。気
軽に話し合える空気を作れる用
心掛けてます。規模も大きくなり
大変ですが日々 社員勉強しており、
やり甲斐のある職場です。

城田　広子さん

　四月から新しく会報担当となり、出来上がった
会報を読む受け身の立場から、作り手の立場に変
わりました。勝手も手法もよく分からず、時間だ
けが矢のように過ぎていく様でした。今後は、少
しずつでも新しいことを模索していきたいと思っ
ています。
　会員の皆様には、ご意見・ご感想などございまし
たら担当までメールでお知らせ下さい。お待ちし
ております。 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記



− 2 −− 3 −

会報  白山商工会議所

運
輸
・
車
両
業
部
会

「
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
に
与
え
る
影
響
」

　

六
月
六
日（
火
）、
当
所
運
輸
・
車
両
業

部
会（
久
安
部
会
長
）は
役
員
会
・
研
修
会

を
開
催
し
、
役
員
及
び
部
会
員
二
〇
名
の

方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
①
平
成
二
十
八
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
②
平

成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
、
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
研
修
会
を
開
催
し
、
斉
藤
小

児
科
医
院
の
斉

藤
建
二
院
長
を

講
師
に
お
招
き

し
、「
ア
ル
コ
ー

ル
と
健
康
」と
題

し
て
ご
講
和
頂

き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
体
内
で

代
謝
す
る
際
、
九
〇
%
は
肝
臓
で
、
残

り
一
〇
%
が
汗
や
尿
に
よ
っ
て
排
出
さ

れ
る
た
め
、
運
動
や
睡
眠
で
は
あ
ま
り
効

果
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

関
す
る
働
き
を
詳
細
に
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
功
罪
と
し
て
は
、

︻
ワ
イ
ン
︼を
摂
取
す
る
と
動
脈
硬
化
に
効

果
的
と
い
う
研
究
成
果
が
出
て
い
る
ほ
か
、

脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
減
少
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
増
加
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
は

メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り
　
五
月
例
会

　

五
月
二
十
六
日

（
金
）、
当
所
青
年
部

（
本
田
清
成
会
長
）

は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

白
山
に
て
五
月
例
会

を
開
催
し
、
青
年
部

O
B
会
と
の
交
流

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
現
役
青
年
部
メ
ン
バ
ー

の
各
委
員
長
及
び
理
事
よ
り
本
年
度
事
業

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
後
、
同
会
場
に
て
懇
親
会
を
行

い
、
現
役
メ
ン
バ
ー
は
O
B
会
の
方
々

と
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

石
川
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

会
員
大
会
加
賀
大
会

　

五
月
二
十
九
日

（
月
）、
加
賀
市
山
代

温
泉
瑠
璃
光
に
て
、

県
連
会
員
大
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
県

内
青
年
部
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で

は
、
㈱
ハ
チ
バ
ン
の
後
藤
社
長
が
講
師
と

し
て
登
壇
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
の
創
業

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
苦
労
話
や
、
券

売
機
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
に
よ
る

人
材
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組
み
等
に
つ

い
て
ご
高
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
学
連
携	

金
城
大
学
短
期
大
学
部

地
域
を
知
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
員
企
業
が
講
師
を
務
め
る

　

五
月
十
九
日
、
二
十
六
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
金
城
大
学
短
期
大
学
部
に
お
い

て
「
地
域
を
知
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題

し
て
開
か
れ
た
講
義
に
、
当
所
会
員
企
業

六
社
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　

講
義
を
受
け
た
学
生
た
ち
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
実
務
学
科
の
二
年
生
百
十
八
名
に
な
り

ま
す
。
彼
ら
の
多
く
は
大
学
へ
通
い
な
が

ら
も
、
地
元
に
つ
い
て
知
る
機
会
は
少
な

く
、
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め

大
学
で
は
、
地
元
企
業
を
講
師
と
し
て
招

き
、
講
義
の
中
で
企
業
の
概
要
や
地
元
で

の
役
割
、
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
話
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
企
業
へ
の
理
解

を
深
め
、
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
た
ち
は
、
学
生
た
ち
を
前
の
講
義

に
普
段
の
業
務
と
は
違
い
、
や
や
緊
張
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
確
た
る
信
念
と

熱
意
に
満
ち
た
話
し
ぶ
り
で
し
た
。

学
生
た
ち
に
有
意
義
な
講
義

　

講
義
の
後
半
に
は
、
質
問
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
学
生
た
ち
か
ら
は
企
業
の
就
業

体
制
や
休
暇
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

企
業
側
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
従

業
員
の
生
活
時
間
の
充
足
は
無
視
で
き
な

い
と
捉
え
て
い
る
な
ど
の
応
答
が
返
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
学
の
狙
い
ど
お
り
、
学

生
た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
講
義
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

も
当
所
か
ら
会
員
企
業
へ
参
加
を
呼
び
か

け
、
産
学
連
携
の
推
進
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
評
議
員
の
ご
紹
介

サ
ー
ビ
ス
業
部
会

『
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
』か
ら
生
ま
れ
る
も
の

　

六
月
六
日（
火
）、
当
所
サ
ー
ビ
ス
業
部

会（
宮
江
部
会
長
）は
、
社
会
福
祉
法
人
佛

子
園（
北
安
田
町
）内
の
三
草
二
木
行
善
寺

に
て
、
役
員
会
・
研
修
会
を
開
催
し
、
役

員
二
十
二
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
と
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
の
協
議
が
行

わ
れ
、
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
、
当
部
会
員
の
佛
子
園

の
雄
谷
良
成
理
事
長
か
ら「
今
、﹃
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
﹄
が
お
も
し
ろ
い
！
～
地
域
共
生
社

会
の
可
能
性
～
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

佛
子
園
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害

を
持
つ
方
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
そ
し
て

施
設
職
員
が
皆
、
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
、

役
割
を
は
た
す
こ
と
で
皆
さ
ん
が
い
き
い

き
と
活
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
佛
子
園
の
成
り
立

ち
や
、
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
各

方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
銭
湯
や
飲
食
店
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
プ
ー
ル
、
会
議
室
が
整
備

さ
れ
た
施
設
内
を
見
学
し
、「
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
施
設
が
近
く
に
あ
る
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
で
は
、
多
く
の
業
種
、

業
態
の
企
業
が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
企
業
に
共
通
す
る﹃
心
﹄を
テ
ー

マ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。「
お
も
て

な
し
の
心
」「
真
心
」「
誠
意
」
等
、
サ
ー

ビ
ス
業
に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の
で

す
。
今
回
講
演
の
題
目「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」は
、

単
に
多
様
な
人
々
が
一
堂
に
会
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の「
心
の
壁
」も

取
り
除
い
た
真
の「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」に
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
今
後
も﹃
心
﹄を

テ
ー
マ
に
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

6 月 20日 金融なんでも相談

 地域振興委員会正副委員長・幹事会

 無料法律相談

 地域振興委員会

6 月 21日 青年部ゴルフコンペ

6 月 22日 青年部 7月正副会長会議

6 月 23日 金融審査委員会

6 月 25日 日商珠算能力検定

6 月 26日 正副会頭会議

 議員総会

 サマーフェスティバルHAKUSAN企画委員会

6 月 27日 青年部 6月例会

7 月 2日 2017 年全国あんざんコンクール

7 月 3日 労務なんでも相談

7 月 5日 青年部 7月理事会

7 月 6日 社内コミュニケーション改善セミナー

会議所の動き【平成 29年 6月 20日～ 7月 31日】
7 月 7日 金融審査委員会

7 月 10日 記帳継続指導

 県内商工会議所会頭・副会頭会議

7 月 11日 正副会頭会議

 サマーフェスティバルHAKUSAN2017実行委員会

7 月 18日 金融なんでも相談

 広報委員会正副委員長・幹事会

 無料法律相談

 広報委員会

7 月 24日 クレーム対策セミナー

 青年部 8月正副会長会議

7 月 25日 金融審査委員会

7 月 27日 青年部 7月例会役員選考委員選出選挙

7 月 28日 正副会頭会議

 製造業部会役員会

中垣　明裕　氏
（株）グランドホテル白山　総支配人

　講義の様子

　雄谷理事長による講演

参加者は、ジムでフィットネス体験も
させていただきました。
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会報  白山商工会議所

　磐田市（静岡県）の郊外に、「コーケン工業株式会社」
という社員数約250人の中小企業がある。主事業は、農機
具や建設機械、自動車などに使用される、各種パイプの製
造である。
　同社の強さの根源は、パイプの開発技術力はもとより、
パイプ加工・切削加工・溶接、そして表面処理までの一貫
した社内生産体制を保有している点や、生産本数が月1本 
とか、年間でも3本〜5本しかない「超微量生産」にも柔 
軟に対応できる生産・管理技術が卓越している点などである。
それ故、同社商品の大半は、こんなことをしたいとか、こ
んな形状のパイプができないか……といった、多くの企業
が嫌がる面倒なものである。
　パイプの生産で今や著名な同社であるが、先般、同社は
第7回「日本でいちばん大切にしたい会社大賞」の中小企 
業部門では最高の賞である「中小企業庁長官賞」を授与さ
れた。それは同社の高い技術力を評価したものではなく、
1971（昭和46）年の創業以来、既に45年以上にわたり、 
他社の模範となる「人をとことん大切にする正しい経営」を
続けてきたことに対してである。
　その全てをここに紹介することはできないので、その一
つである、同社がこの間実施してきた高齢者雇用への取り

組みを挙げる。現在、同社の社員250人中60人、率にする
と24%が66歳以上の高齢社員である。ちなみに、現在の最
高年齢社員は88歳の女性である。余談であるが、数年前ま
では93歳の女性社員が最高齢であった。同社の実質創業
者である村松久範会長は、「わが社はまるでペンギン村だ
……」が口癖である。
　こうしたことができるのも、同社の経営理念が「全社員
が物心ともに豊かに、健やかになる事を追求する。雇用の
継続に努め、地域社会の繁栄に貢献する」であり、全社員
が理念に基づいた言動を続けているからである。つまり、
同社では、その人の生産性がどうであれ、その人が働きた
いという意思がある限り、働くチャンスを提供しているので
ある。また若い社員もそうした正しい経営姿勢に共感・共
鳴し、「チームコーケン」としての連帯感・絆が極めて強い
からである。
　先般、同社を久方ぶりに訪問する機会があった。広い工
場には10代〜80代までの社員が、一丸となってまるで家族
のように助け合いながら笑顔で生産に従事していている様
子を見て、筆者は心が満たされた。

法政大学大学院政策創造研究科　教授 坂本 光司

「日本一高齢者が活躍する『コーケン工業』」

遊
学
を
断
念
し
て
帰
郷
し
ま
す
。
こ
の

年
の
十
一
月
に
は
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ

た
母
親
が
死
去
し
ま
し
た
。
松
碓
は
、
父

太
郎
兵
衛
と
兄
太
郎
八
に
頼
み
、
邸
宅

の
隅
に
数
寄
屋
を
設
け
て
も
ら
い
、
風
雅

の
道
に
い
そ
し
み
ま
し
た
。

 

前
田
斉
泰
と
の
出
会
い

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
松
任
に
あ
り

な
が
ら
文
化
人
と
の
交
流
を
続
け
て
い
た

二
十
六
歳
の
松
碓
の
名
声
を
、
加
賀
藩
の

前
藩
主
・
前
田
斉
泰（
な
り
や
す
）が
聞
き

付
け
、
彼
を
金
沢
の
卯
辰
山
新
開
地
に
招

へ
い
し
住
ま
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
田
家
当
主
で
あ
っ
た
慶
寧 

（
よ
し
や
す
）の
前
で
揮
毫
す
る
機
会
を
得

た
の
ち
は
、
金
谷
御
殿
や
巽
御
殿
（
今
の

成
巽
閣
）
に
し
ば
し
ば
招
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
頃
に
斉
泰
か
ら
松
任
に

ち
な
ん
だ
蕪
城
の
姓
を
賜
り
、
秋
雪
と
号

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
四
年（
一
八
七
一
）秋
雪
は
、
前
田

家
世
継
ぎ
の
利
嗣
（
と
し
つ
ぐ
）
に
随
っ 

て
東
京
に
転
居
し
ま
す
。
前
田
家
本
郷
邸

で
は
三
条
実
美
・
岩
倉
具
視
の
前
で
揮
毫

し
、
そ
の
後
三
条
実
美
よ
り
画
を
嘱
望
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
よ
り
在
京
の
文
人
墨

客
と
の
知
遇
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
中
で

も
書
家
、
漢
詩
人
と
し
て
名
高
い
長
三
州

（
ち
ょ
う
さ
ん
し
ゅ
う
）
の
主
催
す
る
漢
詩

京
都
へ
の
遊
学
と
帰
郷

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）七
月
、
十
九
歳

に
な
っ
た
松
碓
は
、
父
の
反
対
を
知
り
な

が
ら
、
密
か
に
母
親
に
上
京
の
志
を
告

げ
て
家
を
出
ま
す
。

　

上
洛
し
た
松
碓
は
、
東
山
に
あ
る
天

台
宗
・
雙
林
寺
の
住
持
で
、
南
画
家
の

東
山
義
亮
（
ひ
が
し
や
ま
ぎ
り
ょ
う
）
に

早
速
入
門
し
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
同

じ
く
郷
土
ゆ
か
り
の
南
画
家
・
二
階
堂
萬

山
（
に
か
い
ど
う
ま
ん
ざ
ん
）
も
義
亮
に

師
事
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
詩
文
を
儒
学
者
劉
冷
窓

（
り
ゅ
う
れ
い
そ
う
）・
劉
石
秋
（
り
ゅ
う

せ
き
し
ゅ
う
）
父
子
に
学
び
、
書
を
幕
末

の
三
筆
と
し
て
有
名
だ
っ
た
貫
名
菘
翁

（
ぬ
き
な
そ
う
お
う
）
に
師
事
し
、
文
人 

と
し
て
の
素
養
に
磨
き
を
か
け
て
い
き 

ま
す
。

　

翌
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
暮
れ
、
父 

太
郎
兵
衛
の
還
暦
を
祝
う
た
め
、
著
名

人
の
詩
画
を
携
え
て
一
時
帰
省
し
ま
し
た

が
、
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）三
月
に
再
度

上
京
し
ま
し
た
。

　

文
久
二
年（
一
八
六
二
）尊
王
攘
夷
が
声

高
に
叫
ば
れ
る
中
、
島
津
公
の
率
兵
上

京
や
寺
田
屋
事
件
な
ど
、
京
都
の
情
勢

が
不
穏
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
や
む
な
く

　

あ
る
時
彼
は
、
絵
画
に
は
中
国
に
由
来

す
る
南
宗
画
・
北
宗
画
の
二
大
流
派
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
北
宗
画
が
職
業
画

人
に
よ
る
絵
画
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
宗

画
は
文
人
た
ち
が
余
技
的
に
筆
を
ふ
る
う

絵
画
で
あ
り
、
そ
の
作
品
に
は
、
作
者
の

人
格
・
知
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
も
池
大
雅
、
与
謝
蕪
村
や
谷
文
晁

ら
が
南
画
と
称
し
て
、
大
き
な
流
派
を
形

成
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
南
画
を
学

び
た
い
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
、
芸
術
文

化
の
中
心
地
で
あ
る
京
都
に
憧
れ
を
募
ら

せ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

松
任
の
歴
史
と
文
化

 
第
二
十
四
回「
松
任
の
文
化
人
」そ
の
③ 

蕪
城
秋
雪（
か
ぶ
ら
き
し
ゅ
う
せ
つ
）

　

蕪
城
秋
雪
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
活
躍
し
た
南
画
家
で
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
松
任
中
町
に
住
む
永
言
屋

（
永
井
）太
郎
兵
衛
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
幼
名
は
捨
次
郎
、
又
は
二
郎
と

い
い
ま
す
。
字
は
冲
（
ち
ゅ
う
）、
初
め
は

郷
土
の
先
人
で
あ
る
三
宅
橘
園
の
姓
を
ま

ね
て
、三
宅
と
称
し
、松
碓（
し
ょ
う
た
い
）

と
号
し
ま
し
た
。
ま
た
天
香
書
屋
・
玄
対

閣
主
・
心
華
居
士
な
ど
と
も
号
し
て
い
ま

し
た
。

　

生
家
の
永
言
屋
は
、
質
屋
・
両
替
商
を

営
む
裕
福
な
家
で
、
そ
の
屋
敷
は
、
現
在

の
中
町
三
十
五
番
地
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
画
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
両
親
は
加
賀
藩
の
絵
師
で
あ
っ
た

森
西
園（
も
り
さ
い
え
ん
）に
画
を
学
ば
せ
、

松
山
江
庵（
ま
つ
や
ま
こ
う
あ
ん
）に
素
読

（
儒
学
書
な
ど
を
音
読
す
る
こ
と
）を
、
茶

の
湯
と
香
道
を
、
裏
千
家
宗
匠
で
京
都
志

野
流
家
元
の
皆
伝
者
で
あ
っ
た
金
沢
の
湯

川
宗
俊（
ゆ
か
わ
そ
う
し
ゅ
ん
）に
学
ば
せ

る
な
ど
し
ま
し
た
。

結
社
・
香
草
吟
社
（
こ
う
そ
う
ぎ
ん
し
ゃ
）

へ
加
わ
り
、
詩
画
の
精
進
に
研
鑽
を
重
ね

ま
し
た
。

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
静
岡
、

甲
府
を
歴
遊
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
頃
有
栖

川
幟
仁（
た
か
ひ
と
）親
王
ら
皇
族
の
方
々

に
前
田
邸
に
て
し
ば
し
ば
拝
謁
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）四
十
五
歳
に

な
っ
た
秋
雪
は
、
恩
人
で
あ
っ
た
斉
泰
が

死
去
し
た
の
を
機
に
東
京
を
去
り
、
知
人

を
頼
っ
て
岡
山
の
倉
敷
に
以
後
六
年
間
逗

留
し
ま
す
。

晩
年
の
秋
雪

　

明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）秋
雪
は
松

任
に
帰
郷
し
ま
す
。
翌
年
兄
や
周
囲
の
薦

め
に
よ
り
、
金
沢
の
坪
井
直
子
と
結
婚
し
、

東
新
町
に
居
を
構
え
ま
し
た
が
、
明
治

三
十
一
年（
一
八
九
八
）五
十
八
歳
の
老
躯

を
お
し
て
再
び
倉
敷
へ
赴
き
ま
す
。

　

明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）九
月
十
日
、

病
の
た
め
死
去
し
ま
す
。
享
年
六
十
七
。

遺
骨
は
倉
敷
か
ら
松
任
へ
送
ら
れ
、
郷
里

で
唯
一
彼
の
理
解
者
で
あ
っ
た
本
誓
寺
住

職
・
松
本
白
華
の
碑
文
に
よ
る
墓
に
納
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
雪
は
南
画
人
と
し
て
数
多
く
の
旅
を

重
ね
、
学
問
と
芸
術
の
研
鑚
を
旨
と
し
た

一
生
を
送
り
ま
し
た
。
清
貧
に
身
を
置
き

な
が
ら
も
、
彼
が
求
め
た
豊
か
な
精
神
性

は
、
残
さ
れ
た
書
画
や
著
書
の
中
に
窺
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
指
定
文
化
財
「
紙
本
淡
彩　

金
石
眺

望
」
は
明
治
三
十
年
の
作
で
、
十
月
の 

金
石
港
の
風
景
と
周
囲
に
広
が
る
加
越
能

飛
の
山
々
が
、
温
雅
な
筆
致
で
描
か
れ
て

お
り
、
現
在
は
市
立
博
物
館
で
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

松
任
の
旧
家
に
は
今
で
も
秋
雪
の
遺
墨

が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
の

宝
と
し
て
、
大
切
に
保
存
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

［
白
山
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
］

昭和 22 年建立「蕪城秋雪生誕趾」碑

市指定有形文化財「紙本淡彩　金石眺望」（部分）
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会報  白山商工会議所

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
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 （
第
八
回
）

 
 

 

 
 
 

　

友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ん
だ
静
岡

県
藤
枝
商
工
会
議
所
や
藤
枝
市
の
特
色
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
は
、
藤
枝
商
工
会
議
所
の
新
規
重

点
事
業
で
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

J
A
 

 
大
井
川
と
の
連
携
事
業

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第
一
回
レ
ン
ゲ
ジ
お
さ
ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

四
月
二
十
二（
土
）・
二
十
三（
日
）

　

藤
枝
市
の

ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
四
季
を

通
じ
て
、
多
く

の
市
民
が
憩
う

蓮
華
寺
池
公
園
。

毎
年
、
藤
の
開

花
時
期
に
あ
わ

せ
て
、
藤
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
藤
枝
市
内
最
大
級
の
イ

ベ
ン
ト「
藤
ま
つ
り
」の
開
催
に
併
せ
て
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
新
し
く
完
成
し
た
あ
ず

ま
や
に
て
、
藤
枝
商
工
会
議
所
と
J
A

大
井
川
と
が
共
催
で
、﹃
レ
ン
ゲ
ジ
お
さ

ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ
﹄を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事

業
の
一
つ
で
、
藤
ま
つ
り
の
来
場
者
に
、

あ
ず
ま
や
の
利
活
用
や
、
地
元
商
店
街
な

ど
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

す
ご
ろ
く
で
お
店
巡
り
に
新
発
見
あ
り

　

目
玉
の
企
画
は
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て

近
隣
商
店
街
の
お
店
を
巡
る｢

商
店
街
す

ご
ろ
く｣
。
市
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
な

ど
が
参
加
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
行
っ
た
こ
と
の

な
い
お
店
に
も
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
新

し
い
発
見
が
あ
っ
た
」「
商
店
街
の
人
が

み
ん
な
優
し
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

商
店
街
す
ご
ろ
く
の
他
に
、
特
産
品
の

販
売
や
、
藤
枝
茶
の
試
飲
、
農
産
物

P
R
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
茶
果
菜
」
の

ラ
イ
ブ
、
市
内
飲
食
店
が
自
慢
の
料
理
な

ど
を
提
供
す
る「
藤
枝
う
ま
い
も
の
市
場
」

を
併
せ
て
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
の
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
秋
に
も
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。

友
好
コ
ー
ナ
ー

アルバイトの労働条件を確かめよう
!　学生がアルバイトをする際の労働条件の確保を目
的として、石川労働局では、新入学生がアルバイトを
始める4月から夏休み前の7月までの間、以下の取組
を中心にキャンペーンを実施しています。

○	石川労働局及び各労働基準監督署内に「若者相談
コーナー」を設置し、ご相談やお問合せに対応して
います。

○	無料電話相談「労働条件相談ほっとライン」
（0120-811-610）を開設しています。
○	学生アルバイトを雇用している事業主向けに「学
生アルバイトの労働条件に関する自主点検表」を
配布します。

○	学生アルバイト向けに身近に必要な知識を得るた
めのクイズ形式のリーフレットやQ&A方式で
解説したリーフレットを大学等に広く配布・周知
等を行います。

　このリーフレットは、事業主の皆さまにも、適切な
労務管理を行う上で参考となるものですので、ご活
用ください。

 問合わせ/石川労働局　雇用環境・均等室 
 ℡ 265‒4429 

イベントの様子

サイコロを振るゆるキャラ

平成29年度　白山市技能功労者
表彰候補者募集のご案内

　白山市では、伝統産業の振興発展と技能水準の
向上を図るため、長く同一の職業に携わり、優秀な
技術を有する人を表彰しています。

対　　象/市内に在住又は勤務し、同一の職業に
　　　　　25年以上従事している人
応募締切/8月21日（月）
問合わせ/白山市産業部商工課　℡274︲9542

安心して働きたい

労働保険の年度更新
〈労災保険・雇用保険〉

6/1（木）~7/10（月）まで
手続き、お忘れなく!

県内で活躍の素敵なアーチスト達が
　音楽という素敵な風を吹かせてくれます。

金曜の夜に素敵な音楽をどうぞ！

場所：松任駅前南広場（千代女の里俳句館前）
　　　【雨天時】千代女の里俳句館ロビー
主催：白山市、松任駅南広場活用実行委員会
協力：楽器の店ポンポロプー、
　　　ライブスポット溜まりＢＡＲ夕焼け
問合せ：076-214-6236（ポンポロプー /島崎）

出演者情報はHPをご覧ください

http://live-hakusan.com

　2017ライブスケジュール　
　６月～９月（月に２度）　金曜日の19：00～21：00　
第1回 ６月 16日（金） 第5回 ８月 18日（金）
第2回 ６月 30日（金） 第6回 ８月 25日（金）
第3回 ７月 14日（金） 第7回 ９月 1日（金）
第4回 ７月 28日（金） 第8回 ９月 15日（金）
※7月28日のみ、会場がうるわし前に変更となります。

2017ライブサーキット
　毎年、6月から9月の間、毎月二回の金曜日に
松任駅南広場で行われているライブイベントです。
　夕涼みがてら地元アーチストの音楽を堪能下さい。
ご来場お待ちしています。

サマフェスHAKUSAN2017

今年も開催！子供も大人もそしてお年寄りも一体となって楽しめる夏の祭典

「サマーフェスティバルＨＡＫＵＳＡＮ」を今年も盛大に開催

いたします！　昨年は３５０００人の来場者にお越しいただ

き、活気のあるイベントになりました。

今年もＫＡＲＡ旨グランプリや手筒花火など楽しいイベントを

企画しますのでご家族・ご友人・職場の仲間とのご来場をお待

ちしております！

開催日時： 平成29年8月20日（日）
 10時～21時
開催場所： 松任総合運動公園
内　　容： ＫＡＲＡ旨グランプリ、路上ライブ、
 ちびっ子ダンス、盆踊り、ファイヤーパフォーマンス、
 虫送り太鼓、手筒花火、グルメストリート
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今回の調査結果のポイント
「業況DIは、3カ月連続改善。先行きは
懸念材料払拭できず、ほぼ横ばい」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間:
2017年5月16日〜22日
調査対象:全国の424商工会議所が
3456企業にヒアリング

◆全国の業況
　5月の全産業合計の業況DIは、▲16.2と、前月から+1.1ポ
イントの改善。ただし、「悪化」から「不変」への変化が押し上げ
要因となったことに留意が必要。インバウンドを含めゴールデ
ンウィークの好調な観光需要からサービス業の業況感が改善
した。また、電子部品、自動車関連の堅調な生産・輸出や、建設・
設備投資の底堅い推移から、関連商品を扱う卸売業の業況改
善を指摘する声が聞かれた。他方、消費者の節約志向や人手
不足の影響拡大、原材料・燃料の値上りが依然、中小企業のマ
インドに影響を及ぼしており、業況改善に向けた動きは力強さ
を欠いている。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲15.9（今月比+0.3
ポイント）とほぼ横ばいを見込む。インバウンドを含む消費や輸
出の拡大に期待する声が聞かれる。他方、消費の一段の悪化、
人手不足の影響拡大、原材料・燃料価格の上昇、地政学的リス
クなど、先行きの懸念材料を指摘する声は多く、中小企業の業
況感は足踏みが続く見通し。　

◆北陸信越の概況
　全産業の業況DIは、前月と比べ悪化。産業別にみると、製
造業、サービス業で改善、その他の3業種で悪化した。各業種
から寄せられたコメントは以下のとおり。
　「消費者が不要な支出控える傾向が続いており、客数・客単
価ともに減少し、売上は悪化した」（雑貨等小売業）、「消費者の
健康志向により、味噌や糀などの取扱商品の引き合いが好調。
営業を強化し、新規顧客を開拓することで更なる売上改善を図
る」（調味料製造業）、「気温の上昇に伴い、農作物の生産量が
増加したため、価格は落ち着いている。春野菜を中心に引き合
いが多く、売上は堅調」（農産物卸売業）
　業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、建設業、小売業で改善、卸売業で横ば
い、その他の2業種で悪化の見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、卸売業、サー
ビス業で改善、製造業でほぼ横ばい、その他の2業種で悪化した。
　各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】「公共工事の発注量が増加しつつあることに加
え、民間工事も堅調で売上は改善した。ICTの活用を条
件とする工事案件が増加しつつあることから、対応する
ための新規設備投資を検討している」（建築工事業）、「技
術者不足のため、受注したくてもできない状況が続いて
いる。下請業者も同様に人手不足が深刻なため、工程
の遅延は避けられない」（一般工事業）

【製造業】「輸出は引き続き堅調に推移しているため、売
上は良いが、戦争やテロなどの地政学的リスクに伴う為
替変動が不安材料」（自動車部品製造業）、「原材料価格
の上昇に伴い、収益が圧迫されつつある。採算の維持・
改善のため、価格転嫁交渉を進めているが難航している」
（鉄鋼業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲16.2 ▲17.4 ▲15.9 ▲14.6

▲15.8 ▲24.1 ▲13.4 ▲13.8

▲12.2 ▲6.3 ▲12.2 ▲12.1

▲12.0 ▲21.4 ▲15.3 ▲21.4

▲36.5 ▲34.5 ▲33.6 ▲21.4

▲5.4 ▲5.9 ▲6.7 ▲9.1

【サービス業】「例年に比べ日並びが良く、好天に恵まれたため、
ゴールデンウィークの客室稼働率は高水準となった。連休以降も例
年並みの水準を維持し、売上は改善した。」（宿泊業）、「新たなドライ
バーの採用が難しいため、従業員の離職防止に努めており、賃金や
福利厚生などの待遇を改善した」（運送業）、「前年の熊本地震による
売上減少の反動に加え、大型連休の客足が好調で、売上は改善した。
街に活気が戻り、今後も売上増加を期待できそうだ」（飲食業）

【小売業】「消費者の節約志向が強く、売上は改善しない。来
月から改正酒税法が施行され、酒類の安売りが規制されれば、
売上の更なる低下が懸念される」（酒類小売業）、「競合店舗と
の価格競争が厳しく、売上が悪化した。また、パート・アルバイ
トの採用難が続き、時給を引き上げざるを得ず、採算も悪化した」
（スーパーマーケット）、「化粧品を中心にインバウンド需要が好調。
客数のみならず客単価にも復調の兆しが見られる」（百貨店）

【卸売業】「建設業などからの引き合いは好調。銅などの仕入
価格は上昇傾向にあるが、価格転嫁は進んでおり、収益は改
善している」（建設資材卸売業）、「今のところ粗利は確保でき
ているが、今後運送会社から契約運賃の見直しを迫られれば
対応せざるを得ず、採算は悪化する見込み」（生活雑貨卸売業）

2017.06.29（木）14：00-16：40
白山市IoT推進ラボ発足式
白山市民交流センターシティホール
「スマート里山都市」実装する社会実験都市！
共にイノベーション創出に挑戦する企業・市民・団体を募集！
エンジニアのほか、アーティスト・デザイナー・クリエイター・ファシリテーター等、様々な方のご参加をお待ちしております。

白山市役所隣り　〒924-8688　白山市倉光二丁目1番地 （定員100名）

平成 30 年 4 月に白山市瀬戸地区に開設される金沢工大学園の白山麓キャンパス
を中心に、産官学民が一体となって、新時代のスマート里山都市の在り方を実装
する「白山市 IoT 推進ラボ」。IoT、Big Data、AI 等を駆使し、里山ならでは
の自然環境の中で、豊なライフスタイルを実装する都市のプラットフォームビジ
ネスを展開します！

白山市では､経済産業省より認定を受けた「白山市 IoT 推進ラボ」を金沢工業大学と連
携して進めていくことにしております。ラボの発足式を下記のとおり開催いたしますの
で、会員のみなさまにはお気軽にご参加いただけますようお知らせいたします。

■白山IoT推進ラボ発足式
14：00 経済産業省ご挨拶
 白山市　山田憲昭 市長　挨拶
 金沢工業大学　大澤 敏 学長　挨拶

＜参加費＞　無料
＜参加申し込み＞
メールにて下記事務局までお申込みください。

（件名）白山市IoT推進ラボ発足式
（内容）参加者名、企業名、所属、役職、連絡先

＜参加申し込み締切＞
6月26日（月）まで

14：20　経済産業省IoT推進ラボについて
14：50　白山市IoT推進ラボの取組概要
15：30　交流会（情報交換・名刺交換）
16：40　終了

白山市IoT推進ラボ
コンソーシアムメンバー募集

ビジネス創出のためのワーキンググループやIoTを推進・活用する
ための意見交換会、勉強会などを開催いたします。

お問い合わせ・申し込み：白山市IoT推進ラボ事務局（金沢工業大学　産学連携局）
TEL.076-294-6740　E-mail：isp@kanazawa-it.ac.jp

白山市からのお知らせ
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個別相談会とセミナー開催のご案内

●日　時	 7月6日（木）　午後2時〜4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 森川あやこ　氏（Officeアイム代表）
●受講料	 会員:無料／非会員:3,000円
●定　員	 30名（先着順）
●内　容	 仕事をする上でより良い人間関係を

築くために欠かせない「コミュニケ
ーション」。難しく捉えられがちです
が、今回は簡単な秘訣をお話します。

社内コミュニケーション改善セミナー
●日　時	 8月3日（木）　午後2時〜4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●テーマ	 「クチコミ販促7つのしかけ」
●講　師	 眞喜屋実行　氏
●受講料	 会員:無料／非会員:3,000円
●定　員	 30名（先着順）
●内　容	 お店に来店したお客様が着実に人に話したく

なるクチコミのしかけ方を伝授します。お金を
かけずに売上げを伸ばす販促術を解説します。

販売促進セミナー

●日　時	 8月26日（土）、27日（日）午前10時〜午後4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●講　師	 西井克己	氏（㈱迅技術経営	代表取締役）
●受講料	 2日間で2,000円（昼食付）
●定　員	 20名
●内　容	 これから事業を始める方へ、役立つ

情報を2日間で集中講義いたします。

はくさん創業応援塾
●日　時	 7月24日（月）午後2時〜4時
●場　所	 白山商工会議所　3階研修室
●テーマ	 「お客様の怒りを笑いに変える!
	 クレーム対応講座」
●講　師	 谷厚志　氏
●受講料	 会員:無料／非会員:3,000円
●定　員	 30名（先着順）
●内　容	 クレームをアドバイスと捉えて、利

益とお客様を増やす方法を楽しくわ
かりやすく、お伝えします。

クレーム対策セミナー

無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

労務なんでも相談 7月3日（月）
13:30〜15:30

白山商工会議所
3階研修室

特定社会保険労務士
矢来正和氏

6月30日（金）
16時までに要予約。

記帳継続指導 7月10日（月）
13:30〜16:30

白山商工会議所
1階相談室

北陸税理士会　税理士
髙井和男氏

7月7日（金）までに
要予約。

金融なんでも相談 7月18日（火）
10:00〜12:00 白山商工会議所

3階研修室

日本政策金融公庫
担当者 7月14日（金）

16時までに要予約。
無料法律相談 7月18日（火）

13:00〜15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

セミナー・無料相談ともお申込み、問合せは
当所　経営支援課まで、電話276-3811

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 4 29,700 0 0 1 5,500 5 35,200
0 0 4 29,700 0 0 1 5,500 5 35,200

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 10,000 0 0 1 10,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12,000 0 0 0 0 1 1,500 2 13,500

県小口零細融資 0 0 1 2,000 0 0 1 2,150 2 4,150
0 0 1 2,000 0 0 2 5,150 3 7,150

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 5 31,700 0 0 2 7,650 7 39,350
1 12,000 5 31,700 1 10,000 4 12,150 11 65,850

平成29年5月末日現在

石川県ふるさとワーキングホリデー 受入企業を募集中です!
　首都圏をはじめとする県外の若者などに、県内各地で2週間~1か月間働いて賃金を得ながら、滞在
中に地域住民との交流や学びの場を通じて、全国トップクラスの石川県の暮らしやすさを実感して
もらう「石川県ふるさとワーキングホリデー」を実施します。
　実施にあたって、都市部の若者などの就労先となる受け入れ企業等を現在募集しています。
　なお、応募にあたっては以下の点にご留意ください。
・	参加者を雇用していただくこと。（労働契約を締結、賃金は企業が負担）
　期間:2週間〜1か月程度（8・9月の夏休み中心、7月〜3月15日までの間）
　労災保険、作業着等の経費は、委託業者（県）が負担します。
・	委託業者等が実施する交流イベント（土日中心）に、参加者ができる限り参加できるよう
	 配慮いただきたいこと。
・	地域の特性を活かした就労体験ができる企業等であること。
　（例:観光関連飲食・製造小売業、温泉旅館・民宿・観光サービス、農業等）

○問合せ先
<具体的な募集内容等に関すること>
委託業者:株式会社カラフルカンパニー
電 話:076-292-1750
Eメール:wh@colorfulcompany.co.jp

<本事業全体に関すること>
石川県企画振興部地域振興課 担当:小林、北本 
電 話:076-225-1312
Eメール:iju@pref.ishikawa.lg.jp
申込書・詳細はこちら（石川県庁地域振興課HP）
http://www.pref.ishikawa.lg.jp/shinkou/iju/working-company.html

各種無料個別相談会一覧表

平成29年度　季節資金のご案内
●白山市中小企業季節資金融資（夏季分）
・限度額 1,000万円以内
・融資利率 年1.80%
・融資期間 6か月以内
・取扱期間 6月15日~8月31日　
・対象者 本市において、引き続き1年以上同一

の事業を営んでいる中小企業者
・取扱金融機関 市内金融機関各支店
 商工組合中央金庫金沢支店

●石川県小口融資（季節資金・盆分）
・限度額 300万円以内
・融資利率 年1.95%
・融資期間 6か月以内
・取扱期間 6月15日~8月31日　
・対象者 本県において、引き続き1年以上同一

の事業を営んでいる小規模企業者
・取扱金融機関 金融機関各支店
 商工組合中央金庫金沢支店




